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アジア・太平洋研究センター主催，外国語学部アジア学科共
催講演会
日　時：2017 年 6 月 15 日（木）
場　所：J 棟 1 階　特別合同研究室
テーマ：インドネシアの 9・30 事件から解き明かす 1960 年代アジアの国際関係
報告者：倉沢　愛子（慶應義塾大学名誉教授）
　 1965 年 9 月 30 日深夜から翌日未明にかけて，スカルノ大統領の親衛隊が 7 人の陸
軍将軍の家を急襲し，うち 6 人を現場で射殺したり，拉致して殺害したりするクーデ
タ未遂事件が発生した。この 9.30 事件にはインドネシア共産党（PKI）の仕業である
とされ，その後 66 年 3 月 11 日命令書をもってスハルト少将が実質的な権力を掌握し
て新体制を確立させるまでのあいだに，社会全体を巻き込んだ殺戮が起きた。全国で
PKI 党員やその支持者とされた 50 万人以上が犠牲になったといわれている。倉沢氏
の講演において，9.30 事件という用語は将軍暗殺事件のみをさすのでなく，上記のよ
うな一連の政治・社会変動も含めてつかわれている。
　倉沢氏はまず，9.30 事件に対する世界の見方・対応について解説した。東南アジア
における共産主義勢力の拡大を恐れる西側諸国は，インドネシアでの殺戮状況を静観
し，インドネシア国内勢力によって PKI が一掃されるのを待つのが得策とみていた。
中国とイデオロギー対立中だったソ連や東欧諸国は，中国共産党に接近した PKI に
冷淡であったという。
　倉沢氏の説明によると，諸々の事情をもって日本では 9.30 事件発生後の大量虐殺
についてそれほど報道がなされなかった。事件当初，スカルノに近く，また新植民地
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的な権益はなく，戦後賠償事業をつうじてインドネシアで権益を獲得していた日本は
スカルノを共産主義者とみなさなかったし，スカルノ政権の継続を願った。しかし，
いくつかのできごとを経る過程で日本はスカルノが事態収拾に動かないと判断し，ス
カルノ政権を見限って，新しい方向に外交の舵を切った。つまり，日本はスハルト新
政権支持の方向に行動するようになった。スハルトはスカルノの政策を大きく転換さ
せ，対外投資を積極的に受け入れた。日本企業はもちろん，インドネシアに多額の投
資をおこなった。スカルノからスハルトへの政権交代が結果的に日本経済へ好影響を
もたらしたことは，周知のとおりである。
　 9.30 事件を契機に起こった華僑・華人に対する排斥やかれらの帰国についても，
中国福建省の華僑農場で実施した聞き取りなどに依拠しつつ，倉沢氏は興味深い説明
を展開した。9.30 事件後には「華人 = 共産主義者」という風聞が広まり，インドネ
シア各地で華僑・華人が襲撃・迫害されはじめた。中国の領事館や大使館が襲撃・虐
待され，中国語学校がインドネシア国軍に接収され，儒教が公式宗教から外され，華
僑・華人名からインドネシア名への改名を強要されるなどの迫害が激化した。1966
年，中国政府は華僑・華人の中国への引き揚げ事業を開始した。事業は 4 次にわた
り，4,000 人以上が中国に渡ったという。かれら引揚者は中国政府が各地で管理する
華僑農場（集団国営農場）に集められ，茶の栽培などに従事した。
　ところが，祖先の故地にたどり着いたかれらを待ち受けていたのは，文化大革命
だった。それまで商業に従事していたことから，華僑・華人の多くは比較的裕福でブ
ルジョワジーだとみられたため，中国でも攻撃されがちだった。華僑農場で慣れない
農作業をしなくてはならないのに加え，インドネシア語を話せばスパイ容疑をかけら
れることもあったという。したがって，帰郷華僑・華人がインドネシアに再入国した
り，ほかの海外に逃亡したりするケースも発生した。
　倉沢氏の講演は，インドネシアの中国関係，ソ連・東欧関係，米英日など西側諸国
関係にも個々に留意し，9.30 事件がインドネシア一国の政治・社会ばかりでなく，欧
米列強による新植民地支配や中ソ論争などの国際関係の文脈においても重要な意味を
もつことを確認し，とりわけ冷戦構造を踏まえて広くアジアにおける国際関係を考察
するものだった。インドネシアにおける「ある日のできごと」を基軸に据え，そこか
ら一定期間をとって国際関係を展望するという倉沢氏の試みは，刺激的であった。
「9.30 事件について何度か聞いたことがあるものの，それが冷戦後の国際関係のなか
でもつ意味を意識したことはなかった」という南山大学外国語学部の学生たちを含む
多くの聴講者が倉沢氏から新たな知見を得て，アジア史の，また世界史のダイナミズ
ムを身近に感じる 90 分となった。
（文責：間瀬　朋子）
